




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































社会的孤立に基づく孤独感 低い 中間 高い
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孤独感の構造，集合的同一性，人格的同一性および本当の自己の所在（永田）
の孤独感の関係を見ると，一方の孤独感が高いとき他方の孤独感も高い，
あるいは一方が低いとき他方も低いという直線的な関係にはない可能性が
示唆されている．9）
総合的考察
　いくつかの異なる資料によって，筆者の仮説をもとに孤独感尺度の構成
と，その妥当性に関係すると思われる外部基準との関係を検討した．すな
わち，Weiss（1973，1989），Shaver＆Buhrrnester（1983）の考察を手懸
かりとして，2種の孤独感の区分，またその2種の孤独感の発生は異なる
機構にもとつくと同時に，孤独感と総称する意義を人間関係，集団・組織
過程の道具的機能と自己完結的機能の発生機構に関する考察（永田，1972，
1978，1986）から捉えようとした．
　結果は，概ね基本的な仮説を支持する方法にあると考えられる．すなわ
ち，作成された尺度によって測定された孤独感が人間関係，集団・組織過
程への参加，さらに集合的同一性を中心とする同一性の確立と関連するこ
とが示されたと思われる．
　人間関係，集団・組織過程の道具性と自己完結性の実現の過程での相互
の関係，2つの孤独感の発生の因果的関係は今後の研究課題として残され
た．
?
?、?
（1）この研究の一部は，昭和62，63年度文部省科学研究費補助金（一般研究（C）62510069
　研究代表者　永田良昭），平成4，5年度同補助金（一般研究（C）04610067研究代表者
　　永田良昭）を得て行なわれた．
（2）孤独感研究の特徴は，本人自身が“孤独”であると思うことを基本的な定義とし，孤
　独感測定尺度の妥当性は本人自身が“孤独”と思うかどうかとの連関に求める場合が
　多い（Russell，1982）．同語反復に見える．
（3）“emotion”は，情動とするのが一般的であろう．しかし，ここでの孤独感は，創造の
　原動力となる可能性のある孤独感（de　Jong－Gierveld＆Raadschelders，1982）と異なり
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　不快感など消極的な意味をもつ．語感としては情緒が適当であると思われる．本稿の
　意味での孤独感と不安，情緒不安定などと区別が可能か否かはいずれ吟味される必要
　がある．上記の諸徴候と孤独感が関連することを示す研究も見出される．ここで不安
　等の神経症的傾向と異なることを主張するつもりはない．近似した現象とすれば，神
　経症的傾向が人間関係に即して検討され得ることを示すものとなろう．
（4）人間関係，集団過程の基本的な次元あるいは機能との対応という点からは，Shaver＆
Buhrmester（1983）はCartwright＆Zander（1968），　Parsons＆Bales（1955），リーダー
　シップに関するHalpin＆Winer（1952），　Misumi＆Tasaki（1965）らの枠組もこれに
　対応するとしている．彼らが言及している諸研究は，同じ著者のものでも，関係する
　論考としては代表的なものと言い難い場合があるが，そこで引用された文献を引用し
　た．また，Jennings（1950）のソシオグループとサイキグループ，　Colhns＆Guetzkow
　（1964）の集団の処理すべき問題を外部刺激としての課題と集団を構成する人びとの
　関係の問題に区分する試み永田の研究（1965）におけるリーダーシップの方向づけ
　と集団維持機能もこれに相当すると考えられる．
（5）例えば，社会的孤立に基づく孤独感は，要約すると，“社会的なつながりがないと
　いった感じの孤独感，例えば共通の関心がない，仕事の仲間がない”などの文章を提
　示し，“こうした孤独感をどの程度強く経験したことがあるか”を問うものである．
（6）　これらの問題に関する最近の実証研究ば例えば飛田（1989），波多野（1996）を参
　照．また，この仮説が包括するその他の現象に関する予測と関連する実証研究の紹介
　は永田（1972，1978，1986，1988）を参照．
（7）Jennings（1950），　Bales（1965），Burke（1967），　Weissenberg＆Kavanagh（1972）は
　人間関係，集団・組織過程の道具性と自己完結性が独立の次元とは云えない可能性を
　示す現象を記載している．
（8）　この方法による自己概念への認知的不協和の耐性の測定については，永田・坂口
　（1967），坂口・永田（1967）において集団活動を媒介とする人格変容の機構，過程を
　記述する指標として有効であることが示唆されている．
（9）資料5において相対的な意味でではあるが集合的同一性と人格的同一性が確立され
　ている程度がともに高い群で，社会的孤立に基づく孤独感と情緒的孤立に基づく孤独
　感の相関は．446（t（4n＝3．613　p＜．001＞，集合的同一性の確立の程度は相対的に高い
　が人格的同一性の確立の程度の低い群では，2種の孤独感の相関は低い（r＝一．191t（1。）
　＝o．616）などが見出されている．しかしこの群別は相対的であり，群間の関係が非
　連続的であるとの判断は困難である．
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